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　令和５年第２回五木村議会定例会が、６月14日から 16日までの３日間開会。上程された議
案は、「報告」４件、「専決処分の承認」２件、「人事案件」６件、「条例の一部改正」３件、「村
道の廃止、認定」２件、「工事請負契約及び変更契約」３件、「補正予算」５件、追加提案で「条
例改正」１件、「議員提案」１件の計28件。
　一般会計補正予算では、物価高騰対策や燃料費高騰など村民の生活支援、経済対策等で、村民
一人当たり３万円分の商品券を配布する予算も含まれる。議員からは、「役場庁内で十分検討さ
れたのか。」など補正予算に対する様々な議論が交わされた。
　一般質問は２日目に４名の議員が「新たな五木村振興計画」、「次期村長選挙」、「子守唄の伝承」、
「村道の維持管理」、「空き家対策」等について質した。
　議案はすべて全会一致で可決した。

物価高騰対策や経済対策の一環として

商品券の発行に3,000万円
こんなことが
決まりました

６ 月
定例会

―　第２回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

承認第3号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認全員賛成
承認第4号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認全員賛成
議案第40号 農業委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意全員賛成
議案第41号 農業委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意全員賛成
議案第42号 農業委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意全員賛成
議案第43号 農業委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意全員賛成
議案第44号 農業委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意全員賛成
議案第45号 農業委員会の委員の任命について ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 原案同意全員賛成

議案第46号 五木村議会議員及び五木村長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第47号 五木村国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第48号 五木村重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第49号 村道路線の廃止について（村道下梶原線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議案第50号 村道路線の認定について（村道下梶原線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第51号 五木村災害復旧事業の施行に関する令和5年度実施協定書の締結
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第52号 工事請負契約の締結について（村道入鴨線道路災害復旧工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第53号 工事請負契約の締結について（小鶴地区簡易給水施設配水管改修
工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第54号 工事請負変更契約の締結について（林道日当線災害復旧工事（2号
箇所）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第55号 令和5年度五木村一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議案第56号 令和5年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議案第57号 令和5年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠
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議案第58号 令和5年度五木村農業排水事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議案第59号 令和5年度五木村介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議案第60号 五木村政治倫理条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成
議員提案第2号 五木村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

指定管理者の指定１件、工事請負契約の締結３件を提案

専決処分の承認２件、一般会計補正予算を可決

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第36号 指定管理者の指定について（五木村ヤマメ養殖施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第37号 工事請負契約の締結について（元井谷川河川災害復旧工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第38号 工事請負契約の締結について（林道相良五木線災害復旧工事（8号箇所）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

議案第39号 工事請負契約の締結について（林道鴦山線災害復旧工事（1号箇所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

承認第1号 専決処分を求めることについて（五木村税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認全員賛成

承認第2号 専決処分を求めることについて（五木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認全員賛成

議案第35号 令和5年度五木村一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

第４回臨時会

第３回臨時会

　令和５年４月 10日に臨時会が開催され、専決処分の承認案件２件、一般会計補正予算案件１
件の計３議案が提案された。
　専決処分の承認については、国の地方税法等の一部を改正する法律等が改正されたことにより、
「五木村税条例」と「五木村国民健康保険税条例」の一部を改正。また、一般会計補正予算（第1
号）は、新型コロナウイルス予防接種（６回目）に伴う予算の269万 1,000 円を補正。
　すべて、全会一致で原案どおり可決した。

　令和５年４月27日に第４回臨時会が開催。ヤマメ養殖施設の「指定管理者の指定」についてと、
令和２年７月豪雨災害や令和４年台風14号で被災した箇所の災害復旧工事３件が提案された。
　災害復旧工事については、「工事個所の上に防災行政無線基地局や民家がある所があるので、通
行支障がないよう」などの質疑があった。
　４議案とも全会一致で可決した。
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６
月
４
日
の
新
た
な
五

木
村
振
興
計
画
の
県

の
説
明
会
に
つ
い
て

村
民
か
ら
い
ろ
ん
な
意
見

が
出
た
が
ど
う
思
う
か
。

国
道
４
４
５
号
線
相
良
村
内
の
道

路
改
良
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

相
良
北
小
前
付
近
の
改
良

や
晴
山
付
近
の
浸
水
問
題
、
Ｓ
字

カ
ー
ブ
の
改
良
な
ど
五
木
村
か
ら

も
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。五

木
村
の
振
興
に
重
要
視

さ
れ
る
県
道
25
号
線
大
通
り
ト
ン

ネ
ル
と
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
。

ま
ず
は
平
瀬
か
ら
小
鶴
ト

ン
ネ
ル
間
の
狭
く
な
っ
て
い
る
場

所
や
砂
利
が
出
て
き
て
通
行
止
め

に
な
る
箇
所
の
改
良
、
急
カ
ー
ブ

等
の
改
良
、
凍
結
防
止
の
問
題
な

ど
を
や
り
な
が
ら
ト
ン
ネ
ル
は
将

来
的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
県

は
ト
ン
ネ
ル
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
言
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う

話
は
私
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

１
，
０
０
０
人
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
人
口
の
減
少
は
県
に
も
大
き
な

責
任
が
あ
る
。
村
は
さ
ら
に
新
た

な
ダ
ム
問
題
で
犠
牲
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
五
木
村
の
振
興
に
絶

対
必
要
な
大
通
り
ト
ン
ネ
ル
は
最

優
先
で
進
め
る
べ
き
だ
。

五
木
村
は
平
場
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
こ
れ
で
は
企
業
誘
致
も

住
宅
建
設
も
何
に
も
で
き
な
い
と

の
意
見
も
出
た
が
ど
う
思
う
か
。

今
、
国
・
県
・
村
の
三
者

で
調
査
検
討
の
協
議
に
入
っ
て
い

る
。
村
民
の
意
見
も
伺
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

振
興
策
は
、
農
業
、
工
業
、

商
業
、
観
光
等
々
あ
る
が
、
村
長

は
振
興
策
は
待
っ
た
な
し
と
い
つ

も
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
何
を

も
っ
て
待
っ
た
な
し
な
の
か
。

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

質
問

議
員

ま
ず
人
口
減
少
の
問
題
解

決
を
待
っ
た
な
し
と
思
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
問
題
も
道
路
交

通
網
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
と
思

う
が
、
最
優
先
の
振
興
策
は
何
か
。

最
優
先
の
振
興
策
は
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問

村
長

村
長

村政
を
問う

最優先の振興策は何か
木下村長　少子高齢化と人口減少対策

田山 淳士 議員

県道宮原五木線（県道２５号）の
改良が待たれる狭隘部（椿地区）
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「
新
た
な
五
木
村
振
興
計

画
」
の
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
そ
の
反
応
を
ど
う
と
ら
え

た
の
か
。全

般
的
に
色
々
な
安
全
安

心
、流
水
ダ
ム
の
関
わ
る
事
の
意
見

が
あ
っ
た
が
、子
供
子
育
て
関
係
の

抜
本
的
な
改
革
、見
直
し
な
ど
を
痛

感
し
た
。子

育
て
に
、何
が
必
要
と

思
わ
れ
る
の
か
。

子
供
を
産
み
育
て
て
い

く
家
庭
環
境
の
支
援
、家
庭
、学
校

教
育
、地
域
力
の
３
者
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。

教
育
環
境
の
整
備
や
振
興

計
画
は
、毎
年
修
正
、追
加
計
画
を

進
め
て
い
く
と
あ
る
が
、ど
の
よ

う
な
方
法
で
進
め
る
の
か
。

現
場
の
声
、各
種
産
業
界
、

教
育
関
係
者
ま
た
、保
護
者
、地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
座
談
会
や
協
議

会
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

協
議
会
や
座
談
会
を
行
い

な
が
ら
と
の
こ
と
だ
が
時
間
的
に

大
丈
夫
な
の
か
。

協
議
会
は
、随
時
連
絡
を

取
り
な
が
ら
毎
回
意
見
を
頂
き
、

勉
強
会
、講
習
会
を
通
じ
て
行
っ

て
い
き
た
い
。

蒲
島
知
事
の
任
期
が
来
年

3
月
ま
で
だ
が
、重
要
な
案
件
は

確
約
書
を
交
わ
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
。そ
の
考
え
は
な
い
の
か
。

熊
本
県
議
会
で
五
木
村
振

興
条
例
の
見
直
し
を
含
め
て
県
政

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
、確
認
式
を
行
っ
た
の
で
あ
え
て

今
、確
約
書
を
取
る
か
は
判
断
し
て

い
な
い
。確

約
書
を
取
り
約
束
文

書
と
し
て
残
す
必
要
が
あ
る
と
思

通
し
て
対
応
し
た
い
。

過
去
の
ビ
デ
オ
等
ア
ー

カ
イ
ブ
の
よ
う
な
保
存
と
い
つ
き

ち
ゃ
ん
ネ
ル
の
活
用
な
ど
村
民
が

唄
っ
て
い
る
状
況
を
通
し
て
伝
承

を
図
る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

伝
統
文
化
は
し
っ
か
り

未
来
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。行

政
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

「
シ
ン
・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」

な
ど「
シ
ン
・
五
木
の
子
守
唄
」の

よ
う
な
新
た
な
考
え
方
で
子
守
唄

の
披
露
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
歌
詞
の
工

夫
も
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
の
様
な
視
点
も
大
事
だ

と
思
う
。ひ

か
り
輝
く
五
木
村
の
姿

と
は
ど
う
い
う
姿
な
の
か
。

4
年
前
立
候
補
し
た
時

の
子
供
に
夢
を
、若
者
に
力
を
、高

齢
者
に
笑
顔
を
、の
3
点
が
合
い

ま
っ
た
と
き
に
ひ
か
り
輝
く
村
の

姿
と
認
識
し
て
い
る
。

う
。
例
え
ば
五
木
の
水
質
は
こ
れ

で
守
り
ま
す
と
か
、
県
道
25
号
線

の
改
修
、
ト
ン
ネ
ル
計
画
等
が
あ

る
。

ま
た
、
村
長
の
任
期
が
10
月
と

な
っ
て
い
る
。
次
期
村
長
選
に
出

馬
さ
れ
、
こ
の
振
興
計
画
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

新
た
な
五
木
村
振
興
計
画

を
作
っ
た
以
上
、
心
新
た
に
次
も

そ
の
か
じ
取
り
を
や
り
た
い
と
思

う
。

地
区
座
談
会
後
、住
民
の

意
見
に
ど
う
答
え
る
の
か
。

座
談
会
の
意
見
に
つ
い
て

は
、回
答
で
き
る
も
の
は
区
長
を

通
じ
て
と
か
す
ぐ
に
返
答
で
き
な

い
こ
と
は
検
討
し
て
住
民
に
返
し

て
取
り
組
み
た
い
。

五
木
の
子
守
唄
の
伝

承
つ
い
て

「
五
木
の
子
守
唄
」
の
伝

承
対
策
は従

来
は
子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
対
応
し
て
き
た
。

今
後
は
、五
木
の
ま
つ
り
な
ど
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

質
問

次期村長選は
木下村長　村のかじ取りをやりたい

村政
を
問う
一般質問

早田 吉臣 議員
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村政
を
問う
一般質問

あ
る
。
担
当
者
は
知
事
に
状
況
を

説
明
し
て
い
る
の
か
。
知
事
か
ら

竹
の
川
上
流
の
河
川
整
備
に
つ
い

て
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
の
た
め
に

整
備
し
ま
す
と
発
言
が
あ
れ
ば
、

村
民
の
発
言
も
変
わ
っ
た
と
思
う

が
。

竹
の
川
上
流
部
は
県
の
管

理
河
川
で
あ
り
、
県
は
竹
の
川
地

区
の
地
権
者
の
意
向
調
査
、
宮
園

地
区
は
協
議
会
を
設
置
し
て
意
見

等
を
反
映
し
た
河
川
整
備
を
行
う

考
え
で
あ
る
。

公
共
工
事
は
、
長
い
年
月

と
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
早
く
着

工
す
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い
。

国
・
県
に
対
し
て
、
早
急

に
着
手
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た

い
。

竹
の
川
上
流
の
河
川
整

備
の
計
画
に
つ
い
て

竹
の
川
上
流
の
河
川
整
備

計
画
を
再
生
総
合
行
政
審
議
会
に

諮
問
さ
れ
た
の
か
。

令
和
4
年
4
月
に
答
申
を

頂
い
て
い
る
。

6
月
7
日
ダ
ム
対
策
特
別

委
員
会
で
国
交
省
の
案
内
で
河
川

の
濁
り
等
を
樅
木
と
葉
木
川
の
状

況
は
土
砂
が
す
ご
く
堆
積
し
て
お

り
何
年
流
出
す
る
か
予
測
も
つ
か

な
い
中
で
、
木
材
搬
出
が
機
械
化

さ
れ
て
お
り
、
森
林
は
荒
れ
て
お

り
搬
出
方
法
を
町
村
長
で
検
討
が

必
要
と
思
う
が
。

私
ど
も
は
現
地
写
真
を
川

辺
川
ダ
ム
砂
防
事
務
所
か
ら
見
せ

て
頂
い
て
い
る
。
森
林
被
害
等
多

く
、
木
材
搬
出
を
重
機
で
行
っ
て

い
る
の
を
確
認
し
て
い
る
。
土
砂

流
出
が
な
い
森
林
づ
く
り
を
取
り

組
み
た
い
。竹

の
川
上
流
の
河
川
整
備

が
急
務
で
あ
る
、
県
の
測
量
調
査

の
結
果
が
出
て
い
る
と
思
う
。
地

域
住
民
と
協
議
し
、
一
日
も
早
く

安
心
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
県

に
河
川
整
備
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。5

年
度
で
は
、
県
は
河
川

整
備
に
向
け
た
概
略
設
計
に
入
る
。

竹
の
川
地
区
の
宅
地
の
か
さ
上
げ

等
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
測
量
の

結
果
を
も
と
に
予
備
設
計
を
行
っ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
同
時
並

行
で
意
向
調
査
を
行
う
。
ま
た
、

宮
園
地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
を

含
め
た
協
議
を
す
る
会
を
設
置
し
、

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
設
計
を
進

め
る
考
え
で
あ
る
。

国
道
４
４
５
号
の
横
手
か

ら
宮
園
橋
ま
で
の
道
路
は
１
ｍ
く

ら
い
水
が
上
が
る
。
河
川
整
備
と

併
せ
て
道
路
の
拡
幅
改
良
工
事
も

早
急
に
計
画
さ
れ
る
の
か
。

ご
指
摘
の
区
間
の
状
況

は
、
村
も
承
知
し
て
い
る
。
地
元

の
協
議
会
で
協
議
し
て
頂
き
た
い
。

計
画
さ
れ
て
い
た
「
五
木

ダ
ム
」
は
流
水
型
ダ
ム
で
、
土
砂

が
流
れ
出
て
現
在
の
よ
う
な
土
砂

が
堆
積
す
る
。
土
砂
や
流
木
を
止

め
る
ダ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
。

私
も
流
水
型
ダ
ム
と
認
識

し
て
い
る
。
地
元
の
方
か
ら
計
画

さ
れ
て
い
る
五
木
ダ
ム
を
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
土
砂
止
め
や
流
木

止
め
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
な

調
節
施
設
が
必
要
で
あ
り
国
・
県

に
要
望
し
て
い
く
。

6
月
4
日
の
村
民
説
明
会

で
、
知
事
は
県
管
理
河
川
の
竹
の

川
地
区
上
流
の
河
川
整
備
の
発
言

は
な
か
っ
た
が
。

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
河

川
部
局
、
道
路
関
係
は
土
木
部
と

協
議
を
し
て
お
り
、
知
事
は
県
の

姿
勢
は
し
っ
か
り
こ
う
い
う
も
の

に
は
対
応
し
て
い
く
と
い
う
回
答

を
頂
い
た
。竹

の
川
地
区
は
、数
年
前
、

床
下
に
土
砂
が
流
出
し
た
事
例
が

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

地域住民が安全に生活を
木下村長　県が５年度から各種の調査・設計を進める

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

藤本 新一 議員

国道445号の狭隘部（宮園地区）
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物
価
高
騰
の
現
在
、
空
き

家
の
解
体
、
改
修
、
保
全
に
か
か

わ
る
費
用
に
つ
い
て
、
村
と
し
て

の
考
え
は
。

今
の
と
こ
ろ

物
価
高
騰
を
理
由
と
し
た
支
援
の

検
討
は
な
い
が
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
た
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
の
補

正
予
算
に
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
場
合
に
は
「
空
き
家
バ
ン
ク

改
修
・
修
繕
補
助
金
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
そ
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

村
道
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て

令
和
２
年
災
害
等
に
よ
り

被
災
し
た
個
所
に
つ
い
て
、
復
旧

済
み
、
工
事
中
、
未
だ
手
つ
か
ず

の
箇
所
が
あ
る
。
今
年
も
梅
雨
に

入
り
、
村
民
の
方
々
も
憂
慮
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
被
災
箇
所
の

現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

令
和
２
年
災
か
ら

合
わ
せ
、
村
道
に
つ
い
て
は
29
路

線
の
65
カ
所
が
被
災
し
た
。
今
年

５
月
末
時
点
で
41
カ
所
が
完
成
、

14
カ
所
が
施
工
中
、
残
り
が
未
施

工
と
な
っ
て
い
る
。

被
災
箇
所
、
危
険
個
所
に

つ
い
て
の
住
民
の
意
見
、
要
望
の

主
な
内
容
は
。道

路
の
排
水
対
策

や
落
石
対
策
に
つ
い
て
の
ご
要

望
、
ご
意
見
が
多
い
。

梅
雨
時
期
に
際
し
、
排
水

施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
現

状
は
。

排
水
設
備
計
画
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
予
算
で
事
業

委
託
料
を
計
上
し
、
測
量
会
社
と

業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
調
査
を

進
め
て
い
る
。

側
溝
、
横
断
溝
、
ヒ
ュ
ー

ム
管
な
ど
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
、
管
理
業
者
に
対
し
村
と
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
や
施
工
確
認
を

し
て
い
る
の
か
。雨

期
に
対
す
る
道

路
の
管
理
、
特
に
土
砂
除
去
に
つ

い
て
集
中
し
て
指
示
を
し
て
い

る
。
毎
月
１
回
実
施
報
告
書
を
提

出
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
職
員
も

立
ち
会
い
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

空
き
家
等
の
対
策
に

つ
い
て空

き
家
対
策
に
つ
い
て
、

現
在
の
村
内
の
把
握
状
況
を
伺
い

た
い
。

人
口
流
出
や

人
口
減
等
に
よ
り
、
本
村
で
も
空

き
家
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
令
和

３
年
度
の
村
独
自
の
調
査
で
は
、

94
件
の
空
き
家
を
確
認
し
て
い

る
。

今
年
度
、「
空
き
家
等
対

策
計
画
策
定
業
務
」
に
取
り
組
む

よ
う
だ
が
、
そ
の
内
容
と
移
住
定

住
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
の
現
状
を

伺
い
た
い
。

94
件
の
空
き

家
の
中
に
は
、
適
切
な
管
理
が

な
さ
れ
ず
老
朽
化
、
被
災
し
た
ま

ま
の
も
の
が
多
く
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
も
の
も
あ
る
。
一
方
で
、
本

村
は
住
ま
い
の
確
保
、
雇
用
の
場

の
確
保
の
面
で
平
地
の
確
保
が
課

題
で
あ
り
、
空
き
地
の
利
活
用
に

よ
っ
て
双
方
の
課
題
を
解
決
す
る

必
要
性
が
あ
る
。
今
年
度
、
外
部

委
託
で
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、

特
別
措
置
法
等
の
適
用
に
よ
る
利

活
用
に
つ
い
て
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
本
村
へ
の

移
住
の
相
談
件
数
は
45
件
で
あ

る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

空き家等の対策について
ダム対策課長 空き家バンク制度の利活用を推進したい

村政
を
問う
一般質問

中村 俊也 議員

梅雨前の落石・側溝対策の作業の様子
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ǗࣴࣴʴྗːႲ۟៣Ǘ

　令和２年７月豪雨災害から以降、大雨後に川辺川
が長期に濁りが取れない現象が続くことについて、
令和５年５月 22 日に川辺川ダム砂防事務所の「令
和 5 年度事業説明会」で説明があったが、五木村
議会川辺川ダム対策調査特別委員会では、６月７日
（水）の午後、川辺川の上流、八代市泉町樅木地区
まで現地視察を行った。川辺川ダム砂防事務所の案
内により、五家荘大橋（川辺川と谷内川との合流付
近）と樅木砂防堰堤を確認した。
　五家荘大橋付近は白濁した濁りであった。しかし、
４㎞上流の樅木砂防堰堤では川底が見えるほど澄ん
だ川が確認出来た。その間に大きな山腹崩壊などは
無く、川に堆積した土砂が少しずつ川岸から流れ出
し、それが積み重なって白濁した濁りに変わってい
るようであった。山からの土砂
流出がかなりのもので、このよ
うな砂防堰堤が無かったら宮園
付近などにさらに土砂が堆積し
ただろうというお話であった。
森林の抜本的な対策が必要では
ないかと感じさせられました。

五家荘大橋より

樅木砂防堰堤上流

川岸の土砂が少しずつ流れ出し川が
濁っている（川辺川上流から撮影）

ᜊோᎲװᠪϜ̴ᎲװᠪϜ

ǗαױႳሳह܌ᜊோᎲװᠪϜᠪ᫅ʱᝮಪ;ᠪـ˘ᦝϐǗ

　地方統一選挙に伴い、人吉球磨広域行政組合議会臨時会が５月 30 日に開催され、議長に西村久徳議員
（五木村選出）が選任されました。また、田山淳士議員（五木村選出）が議会運営委員会委員に選任され
ました。
　５月 22 日には、人吉下球磨消防組合議会でも臨時会が開催され、川邉正美議員（五木村選出）が監査
委員に選任されました。
※人吉球磨広域行政組合は、人吉球磨地域の１市４町５村で構成し、１つの自治体で運営できない広域にわたる総合的
な計画、ごみ処理、し尿処理、火葬場等の行政事務を共同処理する組織です。各市町村議会から議員を選出し、議会
を構成しています。

※人吉下球磨消防組合は、人吉市、錦町、相良村、五木村、山江村、球磨村で構成し、消防行政を担う組織です。各市
町村議会からの議員を選出し、議会を構成しています。

↑
川
辺
川土

砂
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ɰǗबຎົƁൟᗳƂ۟ፄడᏂឥႲ۟៣Ǘ

　令和 4年 12 月に「平沢津（椎葉）地区給水施設
の整備（改修）に関する要望書」が提出され、令和
5年 3 月定例会にて、経済常任委員会に付託されて
いた。6月 20 日に経済常任委員会は、建設課からこ
れまでの経緯や現状について、説明を受け、給水施
設を視察と地元の皆さんと意見交換も行いました。
　椎葉地区の簡易給水施設は、昭和57年に整備され、
平成 14 年に改修されているが、それから 20 年以上
が経過し老朽化している。更に令和 2年 7 月の豪雨
災害により水源地が被災し枯渇したため、旧水源か
ら仮復旧で現在対応している状況であります。また、
地区では水源までの山道を歩いて 30 分ほどかけて
管理を行っており、地区住民も高齢化し管理も厳し
く、いつ旧水源が枯渇するかわからない状況であり、
早急な改修を要望されたものであります。
　意見交換でも、「高齢化で管理し易い施設の整備
をお願いしたい。」などの要望があった。
　委員会では、現状をみて、早急な対策が必要であ
り、将来の管理方法や水源地、施設整備等について
も地元の意見を考慮し対応するよう、また財源確保
についても十分検討するよう村執行部へ求めたいと
まとめ、報告する予定です。（９月定例会に報告予
定。）

議会の動き（4月～6月）
３日 教職員辞令交付式（岡本議長）
６日 定例全員協議会（全議員）
  広報委員会（第1回）

10日 第３回議会臨時会（全議員）
 五木中学校入学式（全議員）
11日 東小学校入学式（全議員）
 広報委員会（第2回）
 五木分校入学式（岡本議長）
13日 定例郡議長会議（岡本議長）
17日 広報委員会（第3回）
20日 広報委員会（第4回）
 例月監査（田山監査委員）　
27日 臨時全員協議会（全議員）
 第4回議会臨時会（全議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）

10日 定例全員協議会（全議員）
  川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
12日 定例郡議長会議（岡本議長）

14日 保小中高合同運動会（各議員）
15日 三者協議（各議員）

19日 郡監査委員総会（田山監査委員）
 人吉下球磨消防組合議会全員協議会（川邉議員）
22日 国事業説明会（全議員）
 人吉下球磨消防組合議会全員協議会・臨時会（川邉議員）
23 ～ 24日　正副議長研修会・要望（岡本議長・中村副議長）
25日 例月監査（田山監査委員）
29日 国道219号期成会総会（岡本議長）
 地元県議との意見交換会（全議員）
30日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会（田山・西村議員）

１日 人吉地区防犯協会連合会評議員会（岡本議長）
２日 県）議長会臨時総会・議長研修会（岡本議長）
５日 議会運営委員会（各委員）

  ６日 防災会議（岡本議長）
  ７日 定例全員協議会（全議員）
14日 議会運営委員会（各委員）
14 ～ 16日　第2回議会定例会（全議員）
20日 経済常任委員会（各委員）
21日 定例郡議長会議（岡本議長）
22日 例月監査（田山監査委員）
26日 県庁繊月会（岡本議長）
29日　広報委員会（第1回）

4
月

5
月

6
月

椎葉地区簡易給水施設の視察の様子

地区の皆さんとの意見交換の様子



つぶやき

～五木の山野草～

令和５年7月31日発行 10

五
木
村
議
会
だ
よ
り

2
0
2
３
・
7
・
31
発
行

〒
８
６
８
―
０
２
０
１

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
２
６
７
２
―
７

T
E
L（
０
９
６
６
）３
７
―
２
３
５
２

発　
　
　

行　

五
木
村
議
会

発
行
責
任
者　

議
長　

岡
本
精
二

編　
　
　

集　

議
会
広
報
委
員
会

�
ķ
ĸ݃

次
回
の
定
例
会
は
９
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

　

１
月
行
っ
ち
ゃ
っ
た
、２

月
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
、３
月

去
っ
ち
ゃ
っ
た

　

つ
い
最
近
ま
で
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、早
い
も
の
で
も
う
７
月

で
す
。い
や
８
月
か
な
？
８
月
８
日
は
立

秋
、暦
の
上
で
は
秋
で
す
。

　

こ
の
日
か
ら
季
節
の
挨
拶
も
暑
中
見
舞

い
か
ら
残
暑
見
舞
い
に
替
わ
り
ま
す
。

　

五
木
村
の
歴
史
の
流
れ
も
お
な
じ
で
す

ね
、ダ
ム
ダ
ム
と
話
が
出
て
56
年
も
経
っ

て
し
ま
し
ま
し
た
。い
ま
だ
に
国
、県
に
翻

弄
さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
将
来
ど
ん
な
村
に
な
る
か
、

大
き
な
試
練
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。今
の

行
政
の
や
り
方
、進
め
方
ひ
と
つ
で
村
の

運
命
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。議
会
も

８
人
、一
致
団
結
し
て
気
も
心
も
引
き
締

め
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
意

見
な
ど
も
ど
し
ど
し
御
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。皆
様
に
は
熱
中

症
な
ど
に
は
気
を
つ
け
ら
れ
て
御
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

田
山　

淳
士

ԕݭὣؐἣᾑᾤᾒά

ネムノキ（合歓木）
マメ科（ネムノキ属）

　７月には淡いピンクの花を着
け、初夏の訪れを告げる。村内各
地で見られるが、大通峠付近では、
「ネムノキ街道」と称され、約２キ
ロにも及ぶ。
　また、「全国街道百選」にも選ば
れたこの街道は、通る人々を魅了
しています。


